
編
集
後
記

平
成
２
９
年
４
月
２
５
日
発
行
「
第
３
９
期
・
園
芸
学
科

通
信
第
７
号
」
を
お
届
け
し
ま
す
。

今
月
の
選
択
講
座
は
、
校
外
学
習
「
宇
賀
野
神
明
公
園
玄

宮
園
、
平
田
川
沿
い
桜
並
木
」
を
掲
載
、
寄
稿
し
て
く
れ
た

北
川
氏
に
感
謝
。
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
交
流
の
輪
を
広
げ
た

園
芸
学
科
生
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
大
学
祭
で
発
揮
し
よ
う
。

（
佳
）

ま
ず
最
初
に
、
樹
木
剪
定
に
つ
い
て
の
説
明

が
あ
り
、
怪
我
や
脚
立
に
よ
る
転
落
防
止
の
注

意
が
あ
り
数
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
選
定
作
業

に
取
掛
り
ま
し
た
。

滋賀県レイカディア大学・米原校
園芸学科情報委員会 発行

早
い
も
の
で
平
成
２
９
年
度
、
園
芸
学
科
で

学
ぶ
第
３
９
期
生
の
大
学
生
活
も
後
期
に
入
り

ま
し
た
。
履
修
計
画
（
後
期
）
も
４
月
の
最
初

の
選
択
講
座
「
樹
木
管
理
・
剪
定
実
習
」
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

４
月
最
初
の
選
択
講
座
は
、
北
村
正
隆
講
師

に
よ
る
校
外
で
の
学
習
「
樹
木
管
理
・
剪
定
の

実
習
」
で
し
た
。
４
月
４
日
、
早
朝
か
ら
好
天

に
恵
ま
れ
た
日
で
米
原
市
宇
賀
野
に
あ
る
「
宇

賀
野
神
明
自
然
公
園
」
で
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
樹

木
の
剪
定
方
法
を
受
講
し
ま
し
た
。

校
外
学
習
時
に
行
っ
て
い
る
自
動
車
数
台
に

分
乗
、
集
合
場
所
の
「
宇
賀
野
会
館
」
に
集
ま

っ
た
後
、
徒
歩
で
公
園
に
移
動
し
講
習
が
始
ま

り
ま
し
た
。
ま
ず
、
北
村
先
生
か
ら
公
園
に
つ

い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
北
陸
本
線

坂
田
駅
近
く
に
あ
る
こ
の
公
園
は
、
以
前
は
竹

林
で
そ
の
竹
は
、
野
菜
や
花
の
支
柱
、
稲
バ
サ

な
ど
農
業
に
使
わ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
竹
林
の

中
か
ら
湧
き
出
る
清
水
は
集
落
内
を
流
れ
生
活

と
切
り
離
せ
な
い
も
の
で
し
た
が
、
生
活
環
境

の
変
化
か
ら
か
、
竹
は
使
用
さ
れ
な
く
な
り
荒

廃
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
湧
き
出
る
清
水

を
利
用
し
た
自
然
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
た
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ど
こ
の
公
園
も
手
入

れ
整
備
が
行
き
届
か
ず
大
変
な
様
子
で
す
。

今
日
の
校
外
学
習
に
は
、
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大

学
サ
ポ
ー
ト
隊
の
４
名
の
皆
さ
ん
も
参
加
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
樹
木
の
剪
定
に
対
し
「
ど

の
幹
を
切
る
の
か
、
ど
の
枝
を
残
す
の
か
」
と

い
っ
た
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
な
が
ら
の

剪
定
作
業
で
し
た
。

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
が
開
催
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
た
か
ら
で
す
。

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
ね
ら
い
に
つ
い
て

は
、
配
布
さ
れ
た
冊
子
に
は
『
①
、
ス
ポ
ー
ツ

、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
を
通
じ
て
学
科

を
超
え
た
仲
間
と
の
交
流
を
図
る
。
②
、
参
加

す
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
分
か
ち
合
う
。
③
、
ニ

ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
・
理
解
し
、
地
域
活
動

に
も
役
立
て
る
』
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
、
参
加
者
全
員
の

入
場
行
進
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
我
が
園
芸
学

科
第
３
９
期
生
一
同
は
、
懐
か
し
い
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
マ
ー
チ
の
行
進
曲
に
合
わ
せ
、
手
に

「
三
九
良
会
」
に
因
ん
だ
、
き
れ
い
な
桜
の
枝

（
造
花
）
を
持
っ
て
入
場
行
進
を
行
い
ま
し
た

。
こ
の
よ
う
な
入
場
行
進
も
学
生
時
代
に
経
験

以
来
、
懐
か
し
い
体
験
で
あ
る
と
共
に
学
生
生

活
に
舞
い
も
ど
っ
た
よ
う
な
新
鮮
な
場
面
で
も

あ
り
ま
し
た
。

開
会
式
は
、
斎
藤
さ
ん
の
開
会
宣
言
で
始
ま

り
、
校
歌
斉
唱
、
開
会
挨
拶
、
徳
本
文
化
産
業

交
流
会
館
長
の
来
賓
挨
拶
、
瀧
本
指
導
員
の
事

務
局
挨
拶
と
続
き
、
第
３
８
期
園
芸
学
科
生
の

中
村
ご
夫
婦
に
よ
る
選
手
宣
誓
が
力
強
く
行
わ

れ
ま
し
た
。

そ
う
に
見
え
ま
し
た
が
、
い
ざ
競
技
と
な
る

と
力
が
入
る
の
か
、
２
ｍ
や
３
ｍ
先
の
輪
投

げ
台
の
的
に
収
ま
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、
意

外
と
難
し
い
競
技
で
し
た
。

午
後
の
部
の
最
初
の
交
流
は
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
で
す
。
レ
ク
ダ
ン
ク
ラ
ブ
の
メ

ン
バ
ー
の
実
演
指
導
に
よ
り
行
い
ま
し
た
。
全

員
が
輪
に
な
り
、
「
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
賛
歌
、
日

立
の
木
（
こ
の
木
な
ん
の
木
）
、
み
ん
な
み
ん

な
英
雄
」
の
曲
に
合
わ
せ
て
の
ダ
ン
ス
、
学
生

時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う
な
ひ
と
時

と
な
り
ま
し
た
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
の
体
験
は
２
種

目
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ッ
カ
ー
」
と
「
ボ
ー
ル
運

び
リ
レ
ー
」
で
し
た
。
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ッ
カ
ー

は
、
じ
ゃ
ん
け
ん
を
取
り
入
れ
た
ゲ
ー
ム
で
負

け
れ
ば
振
り
出
し
に
戻
る
の
で
何
回
も
挑
戦
が

で
き
る
が
鉢
巻
（
た
す
き
）
が
も
ら
え
な
い
の

で
ゲ
ー
ム
に
は
勝
て
な
い
と
い
う
、
じ
ゃ
ん
け

ん
の
面
白
さ
を
改
め
て
体
験
す
る
と
共
に
、
心

地
よ
い
汗
を
か
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ボ
ー
ル
運
び
リ
レ
ー
で
は
、
初
対
面
の
パ
ー

ト
ナ
ー
と
息
を
合
わ
せ
て
、
２
本
の
棒
に
ボ
ー

ル
を
乗
せ
、
ボ
ー
ル
を
落
と
さ
な
い
よ
う
に
折

り
返
し
地
点
を
回
り
、
早
く
ス
タ
ー
ト
地
点
へ

戻
り
リ
レ
ー
し
て
い
く
ゲ
ー
ム
で
、
平
衡
感
覚

と
ス
ピ
ー
ド
、
そ
し
て
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
呼
吸

合
わ
せ
が
要
求
さ
れ
る
ゲ
ー
ム
で
し
た
。

最
後
は
昨
年
好
評
だ
っ
た
「
江
州
音
頭
」
で

す
。
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学
卒
業
生
の
小
中
長
昭

さ
ん
の
江
州
音
頭
に
合
わ
せ
て
踊
り
、
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
閉
幕
と
な
り
ま
し
た
。
文
字

通
り
、
学
年
、
学
科
を
越
え
た
仲
間
と
の
交
流

を
図
る
こ
と
が
で
き
た
一
日
と
な
り
、
今
回
の

交
流
体
験
を
生
か
す
た
め
に
も
、
今
後
の
地
域

活
動
に
取
り
入
れ
役
立
さ
せ
た
い
も
の
で
す
。

選
定
作
業
は
昼
食
を
は
さ
ん
で
行
わ
れ
、
受

講
生
や
サ
ポ
ー
ト
隊
の
皆
さ
ん
の
熱
心
な
剪
定

作
業
に
よ
り
終
了
、
散
ら
ば
っ
た
枝
等
の
後
片

付
け
を
行
い
ま
し
た
。
美
し
く
な
っ
た
公
園
の

姿
を
見
て
、
自
分
が
行
っ
た
剪
定
具
合
に
少
し

満
足
！
実
技
は
や
は
り
勉
強
に
な
り
ま
す
と
感

じ
ま
し
た

選
択
講
座
・
校
外
学
習
を
受
講

■

「
樹
木
管
理
・
剪
定
の
実
習
」

■

於
：
宇
賀
野
神
明
自
然
公
園
（
米
原
市
）

講
師

北
村

正
隆

氏
「宇賀野神明自然公園」（米原市宇賀野）

『
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
＆
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ゲ

ー
ム
、
～
交
流
の
輪
の
中
に
～
』
４
月
２
０
日

（
木
）
滋
賀
県
立
文
化
産
業
交
流
会
館
イ
ベ
ン

ト
ホ
ー
ル
は
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催

を
待
つ
、
第
３
８
期
生
と
第
３
９
期
生
及
び
関

係
者
の
放
つ
熱
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
こ

れ
は
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
行
事
「
平
成
２
９
年

■

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
る

■

～

交

流

の

輪

の

中

に

～

レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学
・
米
原
校

第
３
８
期
及
び
第
３
９
期
生

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
説
明
が
あ
っ
た
後
は
、
柔

軟
体
操
の
実
施
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
を
行
う
前

に
は
準
備
運
動
が
必
要
で
、
ラ
ジ
オ
体
操
第

一
が
取
り
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。

第
３
8
期
園
芸
学
科
の
桂
田
昌
彦
さ
ん
に

よ
る
ラ
ジ
オ
体
操
の
指
導
は
、
夏
に
行
わ
れ

て
い
る
全
国
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
か
と
思
う
よ

う
な
巧
み
な
リ
ー
ド
で
、
久
し
ぶ
り
に
真
剣

な
ラ
ジ
オ
体
操
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
交
流
開
始
後
の
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

体
験
に
つ
い
て
は
、
ど
の
種
目
も
今
ま
で
に

体
験
し
た
こ
と
の
な
い
初
め
て
の
内
容
で
、

ま
さ
し
く
参
加
す
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
分
か

ち
合
え
る
も
の
ば
か
り
で
し
た
。

キ
ン
ボ
ー
ル
で
は
大
き
な
ボ
ー
ル
に
、
ペ

タ
ン
ク
、
囲
碁
ボ
ー
ル
で
は
小
さ
な
ボ
ー
ル

に
手
こ
ず
る
人
が
続
出
し
、
ま
た
公
式
輪
投

げ
は
、
リ
ン
グ
（
輪
）
を
２
ｍ
と
３
ｍ
離
れ

た
輪
投
げ
台
の
投
ず
る
ゲ
ー
ム
で
一
見
簡
単

交 流 の
輪

校
外
学
習
・
選
択
講
座
を
受
講

■
「
郷
土
の
庭
園
鑑
賞
と
桜
並
木
の
見
学
」
■

彦
根
城
玄
宮
園
と
平
田
川
沿
い
桜
並
木

講
師

北
村
正
隆
氏

川
﨑
昭
重
氏

午
後
か
ら
は
、
平
田
川

の
桜
の
通
り
ぬ
け
散
策
に

出
か
け
ま
し
た
。
彦
根
城

周
辺
の
桜
は
、
葉
桜
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
平

田
川
沿
い
で
は
何
種
類
も
の
八
重
桜
が
満
開
と
な

り
見
事
な
桜
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
ず

、
樹
木
医
で
あ
る
講
師
の
川
崎
昭
重
氏
か
ら
「
平

田
川
桜
並
木
の
通
り
抜
け
」
に
至
っ
た
経
緯
の
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
平
成
１
２
年
に
平
田
川
付
近

の
景
観
を
一
層
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
「
平
田
川

沿
い
に
桜
の
通
り
抜
け
を
造
る
会
」
を
結
成
。
左

岸
４
０
０
Ｍ
の
用
地
に
オ
ー
ナ
ー
を
募
り
、
２
０

種
７
０
本
の
八
重
桜
を
植
栽
。
そ
の
後
、
対
岸
の

北
側
に
５
０
名
の
オ
ー
ナ
ー
を
募
り
、
５
種
類
５

０
本
の
八
重
桜
の
植
栽
を
実
施
さ
れ
、
今
日
の
き

れ
い
な
桜
並
木
に
よ
る
景
観
形
成
に
至
っ
て
い
ま

す
。
設
立
の
趣
旨
「
桜
並
木
の
造
成
を
通
じ
て
地

域
の
よ
り
良
い
景
観
形
成
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に

平
田
川
へ
の
河
川
愛
護
に
つ
な
げ
た
い
」
と
い
う

講
師
の
長
年
に
わ
た
る
熱
意
が
実
り
満
開
の
桜
が

咲
き
誇
っ
て
い
ま
し
た
。

今
月
2
回
目
の
校
外
学
習
は
、
「
郷
土
の
庭
園

鑑
賞
と
桜
並
木
の
見
学
」
を
テ
ー
マ
に
、
彦
根
城

玄
宮
園
の
庭
園
と
彦
根
市
平
田
川
沿
い
の
桜
並
木

を
見
学
す
る
コ
ー
ス
で
し
た
。
受
講
生
一
同
、
昨

日
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
続
い
て
の
連
日
の

講
座
活
動
に
み
ん
な
ワ
ク
ワ
ク
、
現
地
に
向
か
い

ま
し
た
。

彦
根
城
周
辺
の
桜
は
既
に
満
開
期
を
過
ぎ
、
花

も
散
り
、
す
べ
て
葉
桜
に
代
わ
っ
て
若
葉
が
芽
吹

き
始
め
て
い
ま
し
た
。
学
習
す
る
玄
宮
園
は
、
江

戸
時
代
に
は
「
槻
御
殿
」
と
呼
ば
れ
た
彦
根
藩
の

下
屋
敷
で
、
１
６
７
７
年
4
代
藩
主
井
伊
直
興
に

よ
り
造
営
が
始
ま
り
、
2
年
の
月
日
を
費
や
し
完

成
。
庭
園
部
分
を
玄
宮
園
、
建
物
部
分
を
楽
々
園

と
称
し
て
い
ま
す
。

玄
宮
園
内
で
は
、
園

内
の
木
々
、
特
に
６
０

数
本
の
「
松
」
の
生
育

状
況
の
観
察
・
管
理
に

つ
い
て
の
苦
労
話
や
樹

木
に
関
す
る
い
ろ
い
ろ

な
説
明
を
受
け
、
講
師

か
ら
「
イ
ス
の
木
」
と

「
タ
ブ
ノ
キ
」
の
説
明

が
あ
り
、
覚
え
て
お
く

よ
う
に
と
の
こ
と
で
し

た
。
ま
た
、
楽
々
園
で

は
、
殿
様
に
な
っ
た
気
分
で
東
方
の
鈴
鹿
山
系
を

借
景
し
た
庭
園
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 玄宮園 撮影日 4/14


